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昔むかしあるところにおじいさんとおばあさんが住んでいました。
おじいさんは山に芝刈りに、おばあさんは川に洗濯に・・・
みなさんご存知の｢桃太郎｣のむかし話。そのシーンを想像してみて下さい。
食料や燃料の調達、住まい、飲み水や洗濯といった日常生活まで
決して自然を壊すことなく共存していたのです。



昔から日本人は、家づくりを最低２年かけて行ってきました。
１年目に裏山に入り住宅に適した木を探し、秋にはそれを切って１年間乾かしたあと、
１本１本ていねいに加工して、時間をかけて大切に家を建てたのです。
建てた家は同じ山につぎの木が育つ１００年の間大切に住み続け、１００年後に
立て替えるという、自然の環境サイクルが出来上がっていました。



明治以降から今日まで、住宅建築にとって木材は軽くて強い素材として大変重宝され、
たくさん使われました。しかしこのことで、乱伐、価格変動、外材の輸入など、需要
と供給のバランスが崩れてしまいました。
工期短縮のために一部では粗悪な住宅が建てられることもあり、
日本の住宅は平均的に短命と言われています。



山梨の山にはたくさんの木が育っています。
本当は少しづつ切って、のびのび育って欲しいのですが木を切ることが出来ないのです。
もし切ったとしても運び出すことが出来ません。切ってもお金にならないからです。
これでは環境サイクルが回りませんから山は死んでしまいます。



今日の技術を持ってすれば、
木材は全て使い切ることが出
来ます。

住宅用であれば無垢材や集成
材、家具やアクセサリー、お
もちゃ、化粧品、燃料にいた
るまで、その用途は無限に広
がります。

安定した環境サイクルを回す
ために、すでに全国の木材関
係者は間伐による様々な事業
の取り組みが始まっています。



私たちは、先代の知恵を大切に木材の仕事に携わる関係者の力を終結して、
品質の高い甲斐の木を皆様にお届けするために山梨県木材協会を立ち上げました。

未来の子供たちのために、地球環境を想い山梨の元気を取り戻すために、
山梨で住んでいることを誇りとして事業に取り組んでまいりたいと考えます。

山梨の山で、芝刈りと洗濯ができますように ・・・・・甲斐の木物語



■公共施設への活用

１ 木を使う理由

（１）県産材は山梨県民の財産

・山梨県では県産材を地域資源に指定しています。また山梨県の県有林は
FSC認証を受けています。これらの財産を積極的に活用してまいります。

（２）地球温暖化防止のために

・公共施設、学校施設等への県産材活用を積極的にご提案させていただき、
県産材が多くの人々の目に触れ県民の環境意識が向上することを願います。

・木材の地産地消により地球温暖化防止に貢献します。

（３）木材産業活性化のために

・県産材の普及啓発ならびに需要促進により県内木材産業の活性化に貢献します。
・木材関連事業の県内雇用機会を増やし、若手従事者の定着を図ります。

（４）将来の担い手のために

・木を学び、木に触れ、木で遊ぶことで未来を担う子供たちに貢献いたします。
・アンテナショップ「木の国や」を広く県民の皆様に開放してまいります。



２ 公共施設への利用

コンセプト 安心感 空気感 素材感

（１）甲斐の木に支えられる安心感 木造建築の提案

・共同住宅 山梨の景観にマッチしたデザインで快適な住空間が提供できます。

・教育施設 十分な強度を持つ木造で子供達に安心して過ごせる学び舎が提供できます。

・公民館等 コミュニティ活動をやさしく包み人が集まりやすい建物が提供できます。

・福祉施設 木造は高齢者になじみ深い建物であり老後の穏やかな生活空間が提供できます。

※事例：




